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2.18.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
安藤 響 
 
将棋の世界の自然言語理解における発見的ルールの探求 
自然言語文の解析には，形態素解析，構文解析，意味解析等の解析が必要とされる．先行研究
では 3つの解析を統合処理することで処理速度が向上した．しかし，構文解析における意味の
曖昧性や，使用する盤面に問題があり十分な研究成果は得られていない．そこで本研究では，
ルール・辞書の改善および追加し，実践的な盤面を増やすことで，試行錯誤的な検証が可能と
なり，これらの中から発見的なルールの探求を行う． 
遠藤 洸貴 
 
Twitter を利用した楽曲推薦システムの提案 
本稿では，Twitter を利用した楽曲推薦システムを提案する．近年 iTunes Music Store 等のオ
ンライン楽曲配信サービスが多数のユーザを獲得している．しかし、大量の楽曲の中から自身
に適した楽曲を発見するのは難しい．そこで、本研究では Twitter を利用し，嗜好，状況を考
慮した楽曲推薦システムを提案する．実験の結果，ユーザに適した楽曲推薦が出来ることが確
認された． 
佐藤 英輝 
 
等価変換モデルを用いたユーザオリジナル e-learning システムの構築 
近年盛んに研究されている汎用の e-learning システムは，拡張性に優れたシステムである反
面，教育者側それぞれの要望を反映できているとは言い難い．また開発者側から見ると，機能
1つを作成するために大きな手間がかかってしまい，またその改善や修正も容易ではない．そ
こで本研究では，等価変換モデルを用いた e-learning システムを構築することで教育者・開発
者双方の負担軽減を目指す． 
菅原 優人 動画コメント間の類似度を利用した重要シーン推定手法の提案 
本稿では，動画コメント間の類似度を利用した重要シーンの推定手法を提案する．既存の重要
シーン推定手法は，コメントの入力時刻のみに着目しており，テキスト(コメント内容)を反映
していない．そこで本研究では，コメントの入力時刻とテキストの両方に着目した手法を提案
し，重要シーン推定の精度向上を図る．実験の結果，本手法が既存手法と同等以上の精度で重
要シーンを推定できることが示された． 
布井 悠貴 
 
円形金属パッチを用いた Chip-less RFID における安定性の検証 
近年、ID 情報を埋め込んだタグから電波を用いた無線通信によって情報をやりとりする技術
RFID が普及している。その RFID の新たな規格として Chip-less RFID が提案されている。この
RFID では識別に金属パッチを重ね合わせて構成するものが使用される。本研究では、円形のパ
ッチを使用する。そして、どのような距離・角度から安定して使用できるかを解析し、非対称
電波時でも解析結果が安定することを示す。 
福地 康平 
 
制約充足問題における有効な解決手法の発見 
ナンバープレースにおける解決手法は、あらゆるプログラミング言語で実装されている。構造
化プログラミング言語では論理的な解法をもとにソルバーが作られているが、ナンバープレー
スが複数の解をもつ場合や分岐による推論を必要とする場合、論理的な解法を維持することが
難しいという問題点がある。本研究では、等価変換計算モデルに基づいて制約充足問題の解法
の枠組みを用い、より効率的な解法を発見することを目的とする。 
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(b) 博士(前期)論文概要 
菊池 大悟 
 
脳波を用いた反応遅延計測手法の提案 
人間の脳は，普段から様々な刺激を受け情報処理を行っている．処理内容は，体内の刺激であ
る思考，記憶，学習などや，体外の刺激である視覚からの光，聴覚からの音などといった情報
処理である．しかし，反応が起きるまでに必ず時間差が発生する．反応の発生時間は脳波の変
化によって確認が可能であり，この反応の時間差を本研究では，反応遅延時間と定義する．反
応遅延は，普段の生活においてあまり問題にならないが，自動車の運転などでは事故に繋がる．
そこで本研究では，脳波を時間単位でクラスタリングすることによって反応遅延時間を求める
方法を提案する． 
張 偉 
 
KINECT を用いた監視システムの構築 
現在ほとんどの監視カメラの機能は録画だけで人物を識別することが出来ない。盗難が発生し
てから，事態の発覚までに時間を要するため，犯人が見つからないケースが多く存在する。監
視システムに、人物を識別する機能を追加することで，このような問題を解決が可能である。
しかし、一般的な監視カメラでは、そのような機能を実現することが非常に困難である。そこ
で本研究では、3D カメラ KINECT を用いることで、人物の様々な情報を取得し、ニューラルネ
ットワークでその人物を認識する監視システムを提案する。 
田頭 哲大 
 
足圧センサーから得られる時系列データの解析 
生物の活動において，その身体からは様々な情報が無意識に発信されている．人間の身体から
は，脳波，心電，足圧など様々な生体情報を取得することが可能である．これらの生体情報は
個人により異なるため，生体情報を利用することで認証や身体の状態の判断などを行うことが
可能である．本研究では，生体情報の 1 つである足圧を利用する．足圧データからの特徴抽出
によって様々な応用が考えられる．例えば，個人の認証や歩行状態の分類，老人の転倒予測な
どが挙げられる．本研究では，足圧データから抽出した特徴をニューラルネットワークに入力
することで歩行状態を分類し，歩行状態を考慮した消費カロリーの算出を行う． 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌に掲載された論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 菅原優人，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司:“動画コメント間の類似度を利用した重要シーン推定手
法の提案”平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会, 2F07, August 2013. 
2) 佐藤英輝，馬淵浩司，Chakraborty Goutam，松原雅文:“等価変換モデルを用いたユーザオリジナル e-learning
システムの提案および構築”平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会, 2G03, August 2013. 
3) Daigo Kikuchi, Goutam Chakraborty, Jun Sawamoto, Hikaru Yokoha: "Analysis of EEG Signal to Investigate 
the Influence of Intoxication in Perception Delay"Proc. of 2013 International Joint Conference on 
Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013), pp.75-80, University 
of Aizu, Aizu-Wakamatsu city, Japan, November 2-4, 2013. 
4) Wei Zhang, Goutam Chakraborty: "Construction of Intelligent Intrusion Detection System Based on KINECT" 
Proc. of 2013 International Joint Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing 
(iCAST 2013 & UMEDIA 2013), pp.81-86, University of Aizu, Aizu-Wakamatsu city, Japan, November 2-4, 2013.
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5) Tetsuhiro Dednou, Goutam Chakraborty: "Real-time Mobility Aware Shoe - Analyzing Dynamics of Pressure 
Variation at Important Foot Points" Proc. of 2013 International Joint Conference on Awareness Science 
and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013),pp.87-92, University of Aizu, 
Aizu-Wakamatsu city, Japan, November 2-4, 2013. 
6) 横羽 曜，Goutam Chakraborty，馬淵浩司，松原雅文：”電極数の最適化のための PCM を用いた脳波信号のクラ
スタリング”, 情報処理学会第 76 回全国大会, 1S-1, March 2014. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
2.18.4. その他の活動 
1) Invited talk on 6th. August, 2013. 
Title of talk:  Adaptive Fast Image Dehazing Algorithm 
2) Invited talk on 9th. August, 2013.  
Title of the Talk: An Econophysicist's way of studying the dynamic evolution of the market 
3) Invited talk on 6th. November, 2013. 
Title of the Talk: Integrating Grassroots Data Aware Environment with Information and Communication 
Technology 
 
 
